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説明的文章の学習過程で web 上の対話を活用する可能性の検討 
―小学校第 6 学年の実践を通して― 
 
大原 健太（日本体育大学大学院教育学研究科 博士前期課程） 
 
 本稿の目的は，説明的文章の学習において web 上の対話を活用することが，授業内で
は困難であった児童の意見や考えの共有につながる可能性を明らかにし，その活用方法
を検討することである。児童にとって，授業中の対話に比べ，web 上の対話は授業にお
ける種々の制約が少ないことが考えられる。そこで，本稿では説明的文章の学習過程に
おいて，児童同士が匿名かつ授業時間外で対話を行うことができるブログを設け，授業
と並行して実践を行った。ブログに書き込まれたコメントの分析から，児童たちが授業
中では発言できなかった内容を書き込む様相が確認できた。このことから，説明的文章
の学習において web 上の対話を活用することが，授業では実現されなかった児童の既有
の知識や経験の共有のために効果があることが明らかとなった。 
 
キーワード：説明的文章，web 上の対話，ブログ 
  
- 119 -
大原 健太 
 
Examination of the Effectiveness of Web Dialogue in Learning Expository 
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Kenta OHARA (Graduate Student of Master Course, Graduate School of Education,  
Nippon Sport Science University) 
 
The purpose of this paper is to suggest the possibility that giving children the 
opportunity to participate in an extracurricular Web-based dialogue (e.g., a “blog”) — 
in addition to the discussions that typically take place in the classroom environment 
— could motivate children to share their opinions and ideas more freely.   The author 
posits that children find it difficult to express their opinions and ideas in class but feel 
more comfortable sharing them in an extracurricular web-based environment.  To test 
this hypothesis, we set up a blog where children could talk anonymously about their 
classroom subject outside of normal classroom hours.  Our analysis of the comments 
posted by students on the blog suggests that students do, in fact, feel more free to 
express their opinions and ideas on the web (outside of class) then they do solely within 
the classroom environment.  These results suggest that the introduction of web-based 
dialogue into the course curriculum could have a positive effect on the sharing of 
knowledge and experience of children that is not typically found in the classroom alone. 
 
   Key Words: learning expository texts, web dialogue, blog 
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1. 研究の背景と目的 
説明的文章の学習では，これまで「要点・要旨
まとめ，段落相互の関係の検討」などの，文章の
論理構造といった学習指導が中心となってきた
（吉川, 2002, p.18）。しかし，ややもするとこう
いった学習指導を重要視するあまり，その過程で
児童の関心や実感，先行する知識や経験を経ず，
文章の論理構造を画一的に指導してしまう傾向が
あった（吉川, 2002, p.18）。これに対して，河野
（1996）は説明的文章の学習においては，児童の
「先行経験，知識」の「活用のあり方が重要」と
なると述べ，既有の知識や経験を教材文と結びつ
けた学習指導のあり方の重要性を述べている（河
野, 1996, pp.12-13）。また，吉川（2002）は，説
明的文章教材に関して，「子どもの側から教材を捉
える特性」をあげ，説明的文章の学習過程におい
て，児童の既有の知識や経験を捉えることの重要
性を述べている（吉川, 2002, p.21）。これらのこ
とから，説明的文章の学習過程では，児童の関心
や実感を捉え，学習指導過程に活用できるように
することが重要な課題となっていると捉えられる。 
しかし，ワーチは，児童の関心や実感の伴った
発言というのは，授業の中では脱線と捉えられる
ことも多く，学習者が発言することは難しいと述
べている（ワーチ, 1995, pp.163-167）。また，授
業内で発言されることの少ないこういった児童の
発言は，児童間でも共有・交流することが難しい
と考えられる。これらのことから，上述の課題に
加えて，児童の関心や実感を表出し共有・交流す
る場を設けることも，また課題となっていると考
えられる。 
そこで，ここまで挙げてきた課題を解決するた
めの 1 つの方策として，本研究では授業の中では
表出し共有することが難しい発言を交流する場と
して，web-ログ上の対話（以下「web 上の対話」
と称す）の活用可能性を検討する。白石ほか（2002）
は，web 上の対話においては，基本的に情報のや
りとりは全て文字であるため，対面での対話に比
べ各個人が自由に自分の意見を述べやすいと主張
している。また，川上ら（1993）はインターネッ
トを介してやりとりすることによって，一度に多
くの人と情報を共有・交流することができるよう
になる利点があり，また交流が時間の制限を受け
にくくなると述べている。つまり，web 上の対話
を授業で併用・活用すると有効に働くと考えられ
る三つの特性が挙げられる。一つ目は，児童の自
由な意見を引き出しやすくなるということ。二つ
目は，児童同士の情報共有や交流がしやすくなる
ということ。三つ目は，交流の時間が増えるよう
になるということである。本稿では，これらの特
性から小学校国語科の説明的文章の学習過程にお
いて，web 上の対話を併用・活用することが，授
業の中では共有しにくい児童の関心や既有の知識，
経験を児童間で共有・交流する場として機能する
のではないかと考えた。 
以上のことから，本研究の目的は，説明的文章
の学習指導過程において web 上の対話を併用・活
用することが，児童の関心や実感，既有の知識，
経験を経た文章の論理構造の学習指導過程につな
がる可能性を検討する。 
 
2. 研究方法 
 上述の研究目的のために，以下の手続きを行っ
た。まず，web 上の対話を行うための web-ログ
(以下「ブログ」と称す)を設計した。そして，協力
を得られた都内の公立小学校第 6学年の担任の教
諭に説明的文章の授業を通常どおり行っていただ
き，特別にブログを導入した。 
分析の方法としては，説明的文章の学習過程に
おける児童の授業中の対話と，その単元中に行わ
れた web 上での対話を記録し分析・検討した。ま
た，実践授業後，授業者へのインタビュー及び，
児童へのアンケート調査を実施した。以上のもの
を総合し，上述の研究目的に照らして児童のブロ
グ上の反応を検討した。 
 
2.1 対象児童 
 対象児童は協力を得られた都内の公立小学校第
6 学年 23 名（男 12 名, 女 11 名）である。学校及
び第 6 学年を選定した理由は，対象校では，第 5
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学年から個人用のタブレット端末が一人一台支給
され，国語科以外の学習でも日常的に使用する機
会が多く，操作に慣れている状況があったからで
ある。また，事前調査から，家でもパソコンやス
マートフォンを使い学校で学んだことやわからな
かったことを調べる児童が過半数を超えているこ
とも確認できている。このことからも，クラス全
員の児童がキーボードによる入力に問題がないと
判断した。 
 
2.2. 教材文 
 本実践で使用する説明的文章として，「光村図
書 国語 6 年」の「自然に学ぶ暮らし」を選定
した。選定理由は，実践校で使用されている国語
科の教科書が光村図書であることが挙げられる。
また，掲載している説明的文章の中では，「はじめ」，
「なか」，「おわり」といった，文章構造が比較的
簡易なため，説明的文章の学習を苦手とする児童
にとっても，内容と形式との関係をとらえやすい
と考えたからである。 
本教材文の内容については，本教材文は，環境
問題や持続可能な社会などの観点から書かれた説
明的文章となっている。環境破壊や地球資源の問
題に対して，その解決に向けて資源の使用を減ら
すだけでなく，むしろ自然に学び資源を工夫して
使用するという斬新な視点が，具体例とともに示
されている。本単元では，児童がこのような筆者
の視点を基に，最終段階で自分の理想とする未来
の社会について考えを書きまとめることを学習課
題としている。 
 
2.3 授業の実施期間 
 授業実践は，以下の日時に担任の教諭に授業を
行っていただき，稿者がビデオカメラとボイスレ
コーダーを用いて授業を記録した。また，検証授
業の開始日の前日に，web サイトの使用方法の説
明を 1 時間行った（2019 年 1 月 15 日）。 
 授業実践の日時は，2019 年 1 月 16 日・17 日・
18 日・21 日・22 日・23 日・24 日・25 日の計 8
日間，全 7 時間である。 
 web サイトの使用期間は，使用方法を説明した
当日の 1 月 15 日から利用可能にし，最終日の翌
日，1 月 26 日まで利用できる設定にした。また，
授業場面に見られる現実の対話と，web サイト上
での対話の区別をさせるため，web サイトへの書
き込みは，休み時間や空いている時間，放課後，
帰宅後に書き込むように促した。 
 
3. ブログの設定 
 研究の目的を達成するために，まずは web サイ
ト上に，小学校教育現場で活用できるブログを開
発・設定した。ブログの基本システムは，多くの
稼働実績を持つ Wordpress5.1 を基本ベースに，
学校教育での利用を想定してプログラムの一部改
変及びカスタマイズを行った。 
 web サイトの名称は，児童に親しみやすいよう
に「みんなのつぶやき交換所」として，児童のた
めに作られたサイトであることと，書き込む内容
のイメージを持たせた。また，児童には，書き込
む内容について，授業中に言いたかったが「言え
なかったこと」，「言いそこなったこと」，「質問し
たかったこと」，「まだ気になり続けていること」
など，授業に関係したことを書き込むよう説明し
促した。 
 ブログは，インターネットを通じて利用できる
ようにし，家でもパソコンや，スマートフォン，
携帯電話，タブレット端末でのアクセスが可能な
設定にした。実践校では，使用されるタブレット
端末において，不適切な web サイトへのアクセス
を防ぐためアクセス制限がされている。そこで実
践校がある区の教育委員会に申請し，実践期間中
一時的にアクセス制限を解除してもらった。 
 文字の入力については，学校内では，タブレッ
ト端末に付属しているキーボードを使用し，学校
外では，使用する機器の入力方法に委ねた。 
 以下(1)～(3)に web サイトの導入に際して，研
究目的に沿うようカスタマイズした点及び「みん
なのつぶやき交換所」の機能の一覧を示す。 
(1)完全事前登録制 
 事前登録として 23 人分の ID とパスワードを
- 122 -
説明的文章の学習過程で web上の対話を活用する可能性の検討 
事前に設定し，これらの ID とパスワードを使用
しなければ，web サイトを閲覧できない設定にし
た。ただし，授業者と稿者の 2 名分の ID とパス
ワードも設定し，必要に応じて閲覧できるように
した。 
 
図 1 ブログのログイン画面イメージ 
 
(2)匿名性の担保 
 ブログ上での対話を行うにあたって，個人の匿
名性を高め，話しやすい環境を作り出すため，事
前登録した ID とパスワードには，それぞれに動
物の名前と画像を設定した。児童が web サイト上
にコメントを書き込む場合には，この名前と画像
が表示される設定にした。 
(3)ブログへの 2種類の書き込み方法 
ブログ上にコメントを書き込む場合には，2 通
りの方法がある。1 つ目は，サイト最下部に表示
されるテキストボックスにコメントを書き込み，
送信する方法である。この方法で書き込まれたコ
メントは，それぞれが図２のように独立した形で
表示される。 
以上の方法で，対話を行ってもらった結果，幾
種の発言が記録できた。後の分析のため，前述の
コメントを「コメント」とし，後述のコメントを
「返信コメント」と呼ぶことにする。 
2 つ目は，書き込まれたコメントに向けて，コ
メントそれぞれに表示される返信ボタンを使い返
信コメントを書き込む方法である。この方法で書
き込まれたコメントは，図 3 のように 1 つの枠の
中にまとまった形で表示される。 
 
 
図 3 返信機能を使ったコメントの表示 
イメージ 
 
4. 授業の単元構成と学習の記録 
 実践授業は，以下に示す単元構成で全 7 時間行
ってもらった。また，この単元の流れの中で，幾
種類かのノートやワークシートなどを児童が作成
している。後の分析のため，その種類と本稿内で
の呼称を示す。 
 
4.1 授業実践の単元構成 
 以下に，授業者である担任の教諭が光村図書出
版の学習指導書を基に作成した，単元の構成と授
業内容を示す。 
第 1 時 全文を読ませ，初発の感想を基に，自
 
図 2 それぞれが書き込んだコメントの 
表示イメージ 
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分なりの課題をもたせる。 
 第 2時 まとまりごとに筆者の挙げている事例
をまとめ，自分たちの暮らし方と比べ
る。 
 第 3 時 筆者が考えている「新しい暮らし方」
がどのようなものか，百字程度にまと
める。 
 第 4時 第３時にまとめたものをグループで共
有し一つの考えにまとめ，発表する。 
 第 5 時 筆者の考えている「新しい暮らし方」
と自分の思い描く未来の生活を比べる。 
 第 6時 自分が考える理想的な未来の社会とそ
のために必要な「暮らし方」について
作文に書きまとめる。 
第 7 時 第 6 時でまとめたものを発表する。 
 
4.2 学習の記録 
 上述の単元の流れに治って，児童は，4 種類の
学習の記録を作成した。1 つ目は，児童が単元を
通して板書を書き写したノート，2 つ目は，第 3
時で作成した，教材文の筆者の考えを要約した文
章である（以下，板書を書き写したノートを「板
書ノート」，この筆者の考えを要約した文章を「要
約文」と呼ぶ）。3 つ目は，第 5 時に児童がノート
に書いた自分の思い描く未来の生活についての文
章（以下，この文章を「未来の考えノート」と呼
ぶ）。4 つ目は，第 6 時に自分の考えた理想の未来
について書きまとめた作文である（以下，この作
文を「自分の考え作文」と呼ぶ）。これら 4 種類の
学習の記録から得られた知見とともにコメントの
ログの分析を行う。 
 
5 結果の分析と考察 
 分析及び結果の導出については，まずアンケー
トへの回答を基に，児童の web サイト「みんな
のつぶやき交換所」の利用実態の分析を行う。次
に，web サイトに書き込まれたログデータを基
に実践授業の考察を行っていく。 
 
5.1 ブログに関する対象児童の意識 
全ての実践授業が終了した後，ブログの利用実
態や児童の意識を調査するため，全 15 項目のア
ンケート調査を行った。ここでは，児童の利用実
態や児童の意識が顕著に見られると考えられる，
質問項目 Q8，Q9，Q10，Q11，Q13 から得られ
た結果と授業記録を基に，全体の傾向を述べる。 
Q8 は，「授業以外に家や学校で，『みんなのつ
ぶやき交換所』を，見たり読んだりしたことがあ
りましたか？」という児童のブログの閲覧頻度に
ついて問う設問である。これに対し，ここでは，
23 人中 19 人の児童が，ブログを授業以外や家で
見たと回答している。前述の事態に補足すると，
残りの 4 人の内，2 人の児童はタブレット端末を
使用した授業に慣れておらず，他の一人の児童は，
「あまり見なかった」と回答したが，ビデオカメ
ラによる授業記録を確認すると，授業の前後にタ
ブレットを開いてみている姿が確認できている。
また，Q8 の設問に加えて Q10「『みんなのつぶ
やき交換所』を使って，いやだなと思うことがあ
りましたか」という設問では，23 人中 19 人が「あ
まりなかった」と回答し，Q13 授業が終わってか
らでも質問したり意見を書き込める『みんなのつ
ぶやき交換所』のような場所があった方がいいで
すか」という設問には，「そう思う」と「どちら
かというとそう思う」を合わせて 18 人があった
ほうがいいと回答した。さらに，ビデオカメラに
よる授業記録においては，授業者がブログの利用
を促すことばがなくても，国語科の授業の開始前
に自らタブレットを取り出し，書き込まれたコメ
ントのログを眺めている様子が毎時間 10 人程度
は確認された。 
これらのことから，ほとんどの児童が，概ねブ
ログの利用法について関心を持ち，利用しようと
していたことがわかる。 
次に，「『みんなのつぶやき交換所』の中で，
他の人の書き込みを読んで気づいたことやなるほ
どと思ったことがありましたか？」と問う Q9 で
は，23 人中 21 人の児童が「あった」と回答して
いる。このことから，児童は，ブログに書き込ま
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れたコメントを読むことで，自身の考えと同じ児
童がいることで安心を感じていたことや，他の児
童の意見や考えを見て，自分と異なったものに気
づくなどの，影響を受けていたことが考えられる。 
 
5.2 書き込まれたログの分析 
 ここからは，実際に使用した web サイト「みん
なのつぶやき交換所」に書きこまれたコメントの
ログデータを基に，分析を行っていく。児童の呼
称は，個人情報に配慮し，児童がブログ上で利用
した動物の名称で呼ぶことにする（例えば，文中
では，〈サル〉のように記す）。 
5.2.1 児童のブログにおける使用実態 
書き込まれたコメントは，全 305 件あり，児童
は，23 名中 22 名が 1 件以上，コメントを書き込
んでいた。コメントの件数は，男子 155 件，女子
135 件で，男女の人数比から考えると男女間の差
は，ほとんど確認できないと考えることができる。  
書き込まれたコメントや返信コメントの中には，
「ww」や「(^O^)／」などの web 上における独特
の感情表現（内山,2010）や特有の記号が多く見ら
れた。このことから，児童は，インターネット上
の特有の記号の使い方やルール等に関して馴染み
があることがわかる。 
この全305件のコメントの内容を吟味した結果，
以下に示すように，4 種類の特徴があることが確
認できた。①既有の知識や経験と結びついたコメ
ント，②自分の書き方やまとめ方といった方法な
どを教え合うようなコメント，③他の児童に対し
て同調を示すようなコメント，④「みんなまじめ
にやろう」といった，web 上での対話のルールを
作り上げようとするコメントの 4 種類である。そ
こで，本稿の目的に照らし，①に焦点を当て，以
下詳しく検討し，②から④はその検討に必要な限
りにおいて取り上げることとする。 
5.2.2 既有の知識や経験と結びついたコメント 
ブログに書き込まれたコメントの中には，上で
4 種類に分類したように，①の既有の知識や経験
と結びついたコメントを確認することができた。
それは，児童が教材文から得られた情報を児童自
身の既有の知識や経験に結びつけたと考えられる
コメントとしてみることができる。そこで以下，
特徴がみられたそれらのコメントに焦点をあてて
考察していく。 
例えば 1 月 16 日(1/7 時間目)の授業後の〈クマ〉
のコメントでは，以下のように書かれている。 
 
 
図 4 1月 16日 〈クマ〉のコメント 
 
「なんかちょっといやだな」というコメントは，
教材文に出てくるシロアリの巣を利用した家につ
いて嫌悪感を表しているコメントである。しかし，
児童が嫌悪感を抱くような文章や図は，教科書に
は掲載されていない。教科書には，シロアリの巣
の構造を利用することを書いた文章，シロアリの
巣をモデル化した図，バングラデシュにあるシロ
アリの巣の構造を利用したショッピングセンター
の写真が掲載されているだけである。つまり，シ
ロアリの写真自体はなく，シロアリの姿が見られ
る写真は掲載されていない。このことから，〈ク
マ〉が教材文中の「シロアリ」ということばから，
授業以外で得た既有の知識や経験にあるシロアリ
の姿を想像し，「シロアリの巣を利用した家」と
いうものに嫌悪感を抱いたことを示すコメントで
あると考えることができる。このことから，web
上の対話においては，既有の知識や経験を通して
見た教材文の内容に関わるコメントを書き込んで
いたことがわかる。 
また，同様に児童の既有の知識や経験を読み取
ることができるコメントが散見された。以下に示
すのは，1 月 22 日の授業後の〈ペンギン〉の書
き込んだコメントである。 
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図 5 1月 22日 〈ペンギン〉のコメント 
 
1 月 22 日（4.1 で示した第 5 時）の授業で，未
来に関する考えを児童全体で話し合い，その後，
自分の想像する未来についての考えをノートにま
とめる学習が行われた。 
その授業中の話し合いにおいては，図 5 の〈ペ
ンギン〉の考えにつながるような，「火星」など
の天体に関する発言や「移住」などに関連する内
容は，扱われなかった。つまり，授業内容におい
て，図 5 のような考えが想起されるような児童同
士の交流は見られなかった。これらのことから，
図 5 に見られる「火星移住計画」という考えは，
そういった移住する計画があるという授業以外で
得た知識や経験を想起し，〈ペンギン〉が未来の
暮らしについて，授業内容に関連させて言及した
コメントであると見ることができる。このことか
ら，web 状の対話では，教材文の内容を基に児童
が既有の知識や経験を想起し，それに関わるコメ
ントを書き込んでいたことがわかる。 
 これらのように，児童のコメントを分析すると，
教材文や授業内容から得られた情報のままではな
く，児童自身の既有の知識や授業外で得た知識や
経験を基にした意見や考えのコメントが散見され
る。 
このように，学習者が授業外で身につけた知識
や経験について言及した発話をワーチ（1995）は，
「日常的経験の表現」と呼んでいる。つまり，ブ
ログ上で散見された図 4，5のようなコメントは，
「日常的経験の表現」と考えることができる。こ
のような「日常的経験の表現」は，大方の授業に
おいて，教師によって認められはするが「脱線」
と扱われ授業で取り扱われることは，ほとんどな
いとワーチは述べている（ワーチ, 1995, p.165）。
また，こうした発言が小学校の初期段階において
さえ，授業内では，たまにしか出現しないことか
ら，児童は，授業内で求められる発言の前提を早
い段階で身に着け，こういった「日常的経験の表
現」は授業中発言しない方が望ましいということ
を，学校教育の中で学んでいるのではないかと述
べている（ワーチ, 1995, p.165）。本授業実践中
においても，児童が「日常的経験の表現」の発言
をする姿は確認できなかった。さらに，このこと
については，授業実践終了後，授業者に図 4，5 の
コメントを見ていただき，インタビューを行った
が，その際にもこういった既有の知識や経験を基
にした意見や考えは，日頃の授業中にはほとんど
見られないと述べていた。つまり，ワーチの述べ
るように対象児童は，授業内で求められる発言の
前提を身につけていることが考えられる。こうい
った発言の前提の下，授業内で見ることが少ない
既有の知識や経験を基にした意見や考えは，同時
に児童間でも共有しにくいものとなってしまう可
能性が大きい。以上のことから，web上の対話は，
授業中において児童間で共有しにくい「日常的経
験の表現」を表出し，共有・交流するためのツー
ルとしての可能性があると捉えることができる。 
5.2.3 web上の対話における「日常的経験の表現」
の 2つのタイプ 
5.2.2 より，ブログを設けたことによって，こう
いった発言が多く在るということが確認できた。
しかし，ブログに書き込まれたこれらのコメント
を全て授業中で取り扱うことは難しいと考えられ
る。そこで，これら児童が書き込んだ「日常的経
験の表現」の中のどういった発言に，授業への活
用していく必要性があるかを検討する。 
書き込まれた「日常的経験の表現」には，同じ
ように児童自身の既有の知識や経験を基にした意
見や考えであっても，異なる性質を持ったコメン
トが 2 種類確認できた。以下，その 2 種類の「日
常的経験の表現」を A タイプと B タイプと呼称
を分け，図 6 として図示しながら述べていく。 
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 A タイプは，5.2.2 の図 5 で取り上げた〈ペンギ
ン〉のように，教材文を基に想起した既有の知識
や経験に関わるコメントである。このコメントは，
教材文から想起した既有の知識や経験そのものに
ついて言及した点に特徴がある。そのため，教材
文から想起されたものであっても，児童は TV や
本など様々な知識や経験と結びつけることが考え
られ，B タイプの「日常的経験の表現」と比べる
と指導内容から外れた意見や考えが多いことが考
えられる。したがって，授業内で A タイプの「日
常的経験の表現」は，ほとんどの場合取り上げる
ことは難しいことが考えられる。 
B タイプは，5.2.2 の図 4 で取り上げた〈クマ〉
のように，連想した既有の知識や経験を教材文の
内容に結びつけたコメントである。このコメント
の特徴は，図 7 のように児童が教材文から自分の
既有の知識や経験を連想し，教材文へと立ち返り
結びつけている点に特徴がある。また，教材文と
既有の知識や経験を結びつけたコメントは，教材
文の解釈に発展するコメントとも見られる。例え
ば，図 7 に示す〈トラ〉のコメントである。 
 
 
図 7〈トラ〉のコメントとその返信コメント 
下線部 1 で示しているように〈トラ〉は，人間以
外の生き物が利用していない電気などの資源を人
間が使うことが，環境破壊につながっていると考
えている。教材文では，生き物の暮らしに学び，
資源を節約するという記述は見られるが，人間以
外の生き物が使っていない物を，人間が使ってい
 
図 6 日常的経験の表現の 2つのタイプ 
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ることについて問題視している記述は見られない。
つまり，教材文から得られた知識や経験ではなく，
〈トラ〉の既有の知識を教材文と結びつけ，教材
文の解釈に発展させたコメントであると考えられ
る。 
このように検討してくると，web 上の対話では
「日常的経験の表現」が 2 つのタイプに分類する
ことができることがわかった。A タイプと比べる
と，B タイプの「日常的経験の表現」は，既有の
知識や経験と教材文を結びつけた意見や考えであ
ると捉えることができる。このことに関して，森
田（1998, p.40）は，説明的文章の学習指導課程に
ついては，「既有の認識」を児童が「教材を通し
て」考え直すことによって，児童にとって「実感
が伴う学習」へとつなげることができると指摘し
ている。つまり，児童の既有の知識や経験と教材
文を結びつけることが児童の実感につながると考
えられる。したがって，この児童の「実感」こそ
が，本稿の「研究の背景と目的」で述べた吉川の
「子どもの側から教材を捉える特性」であり，こ
れらを授業内で取り上げることこそが，河野の言
う既有の知識や経験を教材文と結びつけた学習指
導へとつなげることになるのではないだろうか。 
さらに，B タイプのコメントの中には，図 6 の
下線部 2 と下線部 3 のように，児童同士が意見や
考えを共有し交流する様子が確認された。つまり，
授業では，実現できなかった意見などの共有が児
童同士の教材文の検討につながったと考えられる。
そして，このような検討を教師が捉えやすくなる
ため，限られた児童同士の検討を，児童全体での
検討につなげることができるようになると考えら
れる。 
以上のことから，授業の中では B タイプの「日
常的経験の表現」を拾い上げ，交流する機会の必
要性が考えられる。そして，授業では拾い切れて
いない意見や考えを，児童同士が共有し交流して
いくために web 上の対話を有効に活用すること
の必要性が検討される。 
 
6. まとめと今後の課題 
本稿では，説明的文章の学習において，授業内
での対話と web 上での対話の様子を対比させな
がら児童が書き込んだコメントを見てきた。その
結果，5 で分析してきたように，授業の中では見
ることが難しい発言を，web上の対話においては，
コメントとして書き込み，共有し交流している様
相が確認された。アンケート結果から，児童は互
いに影響を感じながら交流を行っていたと考えら
れる。 
 5.2.3 で述べたように，「日常的経験の表現」は
児童が授業の中で発言することも教師が取り上げ
ることも少ないが，ブログのコメントとして書き
込んでいる様子を鑑みると，web上の対話を併用・
活用することが，授業では一見，脱線と考えられ
てしまうような発言をすくいとり，共有し交流す
るために機能することを示唆している。 
また，5.2.4 では，web 上の対話では「日常的経
験の表現」を，それぞれの特徴を基に 2 種類に分
類することができた。そこで，児童の実感に即し
た学習指導過程において，既有の知識や経験と教
材文とを結びつけた意見や考えを授業で取り扱っ
ていくことの必要性が検討された。また，web 上
の対話を活用することで，それらを児童同士が共
有し検討している様相が確認された。このことか
ら，web 上の対話を併用・活用することで見られ
た，授業の中では共有しにくかった意見や考えを
拾い上げ共有し交流することが，児童の関心や実
感，既有の知識，経験を経た文章の論理構造の学
習課程につながる可能性が示唆された。 
以上のようにブログに書き込まれた意見や考え
の中では，授業の中では見られない教材文の内容
と既有の知識や経験が結びついた意見や考えが確
認された。しかし，このような意見や考えのなか
には，授業者が意図した指導内容から外れた意見
や考えを書き込んだ散見された。例えば，5.2.4 で
示した図 6 の〈トラ〉のコメントである。〈トラ〉
は環境を守るためには，ものを使わないようにす
れば良いという解釈をしているが，教材文におい
て筆者は，環境を守るためには，自然の中のもの
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を有効に活用することの重要性を主張している。
この場合，教材文の内容を理解させることが指導
内容とすると〈トラ〉は，指導内容から外れた意
見を書き込んでいると言える。このようなコメン
トが散見されたことから，児童が意見や考えをブ
ログに書き込み表出したことで，授業の中では見
えにくかった指導内容から外れた意見や考えを捉
えやすくなったと考えられる。したがって，上で
述べてきたことを加味するとこのようなコメント
を授業で取り上げることが，児童の実感に即した
学習過程の編成における，1 つの具体的な方策に
つながるのではないだろうか。 
本稿では，実際の授業に web 上の対話を並列的
に対応させ検討したに過ぎない。そのため，web
上の対話を導入した授業を通しての児童の変化に
は触れなかった。今後は，本稿で得られた知見を
基に web 上のどのような発言を，どのような段階
や場面で活用すると児童の実感を伴いながら論理
構成を学ぶ説明的文章の授業が構想できるのか検
討していきたい。 
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